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自己紹介

本業0：jusで各種IT系イベントを運営

本業1：フリーランスのITエンジニア

さらに詳しくは「法林浩之」で検索



  

IPアドレス 全地域に配布終了
(2月4日 NHKニュース)

http://www3.nhk.or.jp/news/html/20110204/k10013848671000.html



  

「IPv4アドレスの在庫枯渇に関して」
を参照しつつ説明

http://www.nic.ad.jp/ja/ip/ipv4pool/



  

おかわり：在庫がなくなったら上位組織に追加を要求

割り振り：IPアドレスブロックを下位組織に供与



  

おかわりを続けていると
いつか在庫がなくなる

これが「IPv4アドレス枯渇問題」



  

2011年2月3日
最上位組織(IANA)からのおかわりが

できなくなった



  

「インターネットの歴史における重大な節目」
最終割り振り式典を実施



  

次は第2階層(世界5地域の管理組織)
の在庫がなくなる時が来る



  APNICの消費ペースが速い→たぶん最初に枯渇

世界5地域への割り振り数



  

JPNICは在庫を持たずAPNICと共用
→APNICの在庫切れ＝JPNICも在庫切れ



  

日本は
世界で最初に

IPv4アドレスが
枯渇する国…かも



  

枯渇時期は3-6か月後(JPNIC予測)
ということは今年の夏

http://www.potaroo.net/tools/ipv4/



  

皆さんひとりひとりが

枯渇問題を認識し

対策を打つ時期に来ている



  

IPv4アドレス枯渇
対応タスクフォース

問題を啓蒙し対策を推進するために
業界団体が結集(jusもそのひとつ)



  

最終割り振り式典を同時通訳中継
http://www.ustream.tv/recorded/12431949



  Twitter: @kokatsu_tf



  



  

情報の収集
ドキュメントの提供

セミナーの実施
イベントでの告知活動

などなど…



  

http://kokatsu.jp/
もしくは

「枯渇jp」で検索



  

2月3日は「節分」
インターネットも「次の季節」へ



  

変革期はチャンスでもある

ここで先に勉強しておくと
あとでいいことがあるかも



  

最後にもう一度

「枯渇jp」
をよろしく



  

IPv4枯渇時計

枯渇状況を示す
ブログパーツ

iPhoneアプリもあり

http://枯渇時計.com/



  

World IPv6 Day: 2011年6月8日
http://isoc.org/wp/worldipv6day/

http://www.attn.jp/worldipv6day/ (日本語解説)



  

本当に最後にもう一度

「枯渇jp」
をよろしく
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